第２５回タイワークキャンプを振り返って参加者の感想

（冒頭の名前はキャンプネームです。）

ＥＩＴＯ　＃８
タイワークキャンプに参加して人生が変わったと言っても過言ではないと思う。

タイでの１０日間はほんとに濃い貴重な体験ばかりだった。目にするもの全てが新鮮で、口にするもの全てが初めて、会う人が温かく受け入れてくれる。そんな中、日本と変わるものと変わらないもの両方に気づかされた。言語、宗教、文化、バックボーン全て超えて真剣に向き合えば人は分かり合えるのだ。日本でお互いに分かり合おうとする人、またそのような場面はどんどん減っている。だが時代が進み、環境が変わったから出来なくなるものではないのだと。大切なのは一人ひとりが相手の事を想いコミュニケーションをとるかどうかその姿勢なのだ。だが変わらないものもある。それは分かり合えた時の表情である。各国のキャンパーであろうと現地の人であろうとみんな同じ表情同じ目をしているのだ。特に子どもたちの目が忘れられない。頭では分かっていたけど今回のキャンプを通じて再確認、そして確信出来た。一番大切なのは一人ひとりであり、分かり合おうとすることだと。そして顔と顔をあわせ、同じご飯を食べ、一緒に汗をかき、共に時間を過ごすことの素晴らしさである。

日本に帰ってきてから、今何が出来るのか？自分には何が出来るのか？毎日自分自身に問い続けながら過ごしている。ＹＭＣＡを通して自分を通して発信していけたらと思うし、それが自分の使命だと思う。

最後にタイワークキャンプに携わった全ての人に心から感謝しています。本当にありがとうございました。そしてこれからもよろしくお願いします。

（枝木一郎：西宮リーダー）
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ＥＲＩＫＯ

私は人との出会いが好きです。このワークキャンプに参加した動機も、日本だけではなくもっと広い世界で人々と出会いたかったからです。そしてこのキャンプは、私の想いを予想以上のものにしてくれました。

私はこの旅で、素直な心を持つことが何より大切だと実感しました。それは初日、タイキャンパーたちに迎えられたときに感じ、最終日には確信となりました。村人やホストファミリーは、大きな心で異国から来た私たちを歓迎してくれました。特にホストファミリーとは、思いを直接伝えることができなくて何度も歯がゆい思いをしたけれど、すれ違ったときの笑顔や、「サワディーカー」という一言でも、伝えたいとゆう気持ちがあれば心で通じるのだなぁと実感しました。また、どのキャンパーも自分の思ったことを素直に言い、ちょっとの変化にも気づき、気にかけてくれるなど、相手を思いやれる心に接して、ジンときました。嘘や偽りが絶えない日本社会で毎日生活をしている私たちは、他人を思いやるという気持ちを忘れがちです。私はこの旅で改めて気づき、いつもこの気持ちを心のどこかに留めておきたいと思いました。

楽しいワークの反面、スラム街やエイズ施設を訪れて、また違った『素直』を学びました。厳しい現実に自分のありのままをさらけ出していくという努力と勇気に驚かされました。そして、これらの経験からこれから私ができることは、自分が自ら外の世界へ出向くことで、日本という国を伝えていくことです。たとえそれがどんなに小さなことでも、将来は大きなものとなって現れることを信じて、１人ひとりのつながりの輪をつくっていくことを目指します。このキャンプを通して、ますます世界に関わっていくことが好きになりました。

素敵な経験ができて私はとても幸せです❤　　　　　

　（疋嶋英理子：県立芦屋国際高校）
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ＫＡＮＡ

　３月１４日～３月２４日、タイに行ってきました。このワークキャンプを簡単に言うと、「タイシックになるくらい非常に楽しかった。」楽しかったといってもそればかりではなく、中には不安な思い、悲しい思い、寂しい思いなど沢山の感情が含まれている。タイで味わったその全ての感情が、これからの私にとって糧になるだろう。
飛行機に乗り、チェンマイ空港に着くとタイのキャンパーが迎えてくれた。そこから２日目にシアトルのキャンパーと合流し、タイでの生活が始まった。そこからの約１０日間はとても早かった。このワークキャンプで一番に思い出すことは、様々な人との出会いと別れだ。特に、サイトゥン村でのホストファミリーとの別れだ。あのときは、「帰りたくない」とひたすら思った。この村にずっと居られるわけではないことは分かっていたけど、本当に悲しくて、泣きじゃくった。その後、冷静に振り返ってみると、別れがあると分かっていたからこそ、その村での一瞬一瞬を大切にできたのだと思った。これは日本に帰ってからも考えるようにしている、タイでの学びである。
キャンプで一番困ったのは言葉が通じないことだった。生活のほとんどが英語だったからだ。なんとなく聞き取れはするものの、それに対しての自分の意見を言い表すことができず、何度も歯がゆい思いをした。しかし、言葉が通じないことは私に見返りを与えてくれた。間違えることを恐れずに、顔を見てじっくりと話をすることの大切さを教えてくれた。何にでも挑戦することの大切さを教えてくれた。
　キャンプで数多くのものを得た。しかし、一番大きいのはやはり『仲間』だと思う。私を受け入れてくれた人全員に感謝。ありがとう。最後に、私にこのような機会を与えてくださったYMCAの方々、本当にありがとうございました。

（柏原加奈：同志社女子大学）
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ＳＡＣＨＩ

最初、私はタイ語がほとんど話せないことや、他の国のキャンパーとうまくコミュニケーションをとることができるのかということについてとても不安だった。しかし、チェンマイ空港に到着し、タイキャンパーがジャスミンの首飾りをかけてくれた時には、彼らのとても素敵な笑顔で出迎えてくれたことに感動した。ウェルカムパーティーでは同じテーブルになったシアトルキャンパーがとてもフレンドリーに話しかけてくれて、言葉がでなくてもボディランゲージや顔の表情で通じ合えて、とてもうれしかった。ホームステイ中も家族とは片言のタイ語でしか話すことができなかったけれど、一緒にご飯を食べたり遊んだりするだけでとても楽しくて、本当の家族同然に過ごすことができた。ワークを通して、同じ目的に向かって取り組むことによって、村の人や子どもたちともとても仲良くなれた。

このキャンプを通して、言葉の重要性をとても痛感した。「もっと話せたら、もっといろんなことを語り合えるのに･･･」ともどかしい気持ちを抱く場面もあれば、言葉が通じなくても人は分かり合えるということを実感した場面がたくさんあった。互いの言葉を教えあうことからもコミュニケーションが生まれて、言葉は人と人とを本当につないでいるものなのだということを肌で感じた。

また、ホストファミリーやストリートチルドレンや女性の地位向上のための活動をしているチェンマイYMCAや環境保護のための活動をしているサオヒンYMCA、またエイズ患者を支援する施設など、帰国後に知識や考えを深めるヒントや縁を与えてもらえたことにとても感謝している。　　（高橋幸子：神戸市外国語大学）
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ＴＳＵＹＯＳＨＩ

このキャンプで過ごした10日間は今まで生きてきた中で一番内容の濃い10日間でした。

ぼくは余島キャンプリーダーだけど、今回は、キャンパーとして行ったこともない場所に行くということで、ものすごくドキドキしながらキャンプに臨みました。

でも、不安を感じながらもタイに着いてみると、とても歓迎され、タイ、シアトル、ラオスのキャンパー、スタッフの方々、サイトゥン村の人々に囲まれ、恵まれた環境の中で過ごさせてもらいました。

タイ料理の辛さや、金ピカのお寺、お湯の出ないホテル、水の止まらないトイレ、一夫多妻制の村などいろんなことに驚かされ、ホームステイ先で夜遅くまで話し込んだり、学校でカラオケをしたり、子どもたちとたくさん遊んだり、象に乗ったりなどと、ここにはとても書ききれないほどのたくさんの楽しい体験をしました。

子どもたちと遊んでいた時に感じたのは、言葉が通じなくても楽しめる、ということです。笑顔でニコニコしていれば、子どもたちは自然と寄ってきてくれるし、笑って手をつないで歩いているだけで仲良くなることができました。言葉がほとんど分からないような状況では何よりも、楽しい時に一緒に笑ったり、悲しい時に一緒に泣いたりするのが一番の心を通わせる手段だと思いました。[image: image6.jpg]



キャンプの中では楽しかっただけでなく不満や孤独や寂しさなどもたくさん感じ、辛かった部分もあったけれども、そんな感情を経験したからこそ、キャンプを振り返った時に自分にとって意味があると感じます。
このキャンプで学び、感じ、体験したことは、これから僕が生きていく中でどのように役立つかはまだ見当もつかないけれど、とても良いことをもたらしてくれると信じています。

最後に、キャンパーのみんな、サイトゥン村の人達、ホストファミリー、スタッフの方々、陰でキャンプを支えてくださった方、本当にありがとうございました！　　

（相原健志：余島リーダー）

ＮＡＴ－ＣＨＡＮ

朝一緒に登校しようと家に誘いにきてくれた女の子たち。ワークに励む外国人を見物客のように座って眺める村の人。小学校の警備員さん。片言のタイ語で話しかけると、びっくり恥ずかしそうにする人や、うれしそうに勢いよく話しかけてくれる人(でもわからない)、こっちにおいでよ！と誘ってくれる人。なぜ私たち外国人キャンパーを受け入れて村をあげて歓迎してくれるのかずっと考えていた。経済的に保健棟というものがほしいから？…そんな考えはひねくれていた。YMCAのスタッフの方は、YMCAがずっとこの村と関わってきたからだ、とおっしゃった。
　いま私の考える答えは、「なんだか楽しそうだ」と村は考えたから。私達を歓迎することは村の負担ではなく、楽しみだったから。日本での娯楽はサイトゥン村にはほとんどないが、楽しみを見つけるのはタイ人のほうがとってもうまい。楽しそうなことは、やってみる。楽しんでみる。効率も大切だが、それも楽しみがあってこそ。何をするにでも楽しみを見つける。私はこれからそうやって生きていこう！
　ワークに励み、子どもと遊ぶと、ばててしまい日陰へ。すると冷たいものを飲みながら、キャンパーたちとふざけて笑って、歌って、踊った。楽しくて楽しくて、必死に話しかけた。伝えたい想いがどんどん膨れ上がった。日本人キャンパー、全てのキャンパー、スタッフとの出会いにありがとう。
　私は、誰にも負けないくらいこのキャンプを楽しんだ！　　　（神木菜津美：余島リーダー）
[image: image2.jpg]



ＨＡＲＵ
私にとってこのタイワークキャンプが、初めての海外旅行でした。行く前は荷物が重すぎるけど大丈夫なのか、向こうで体調を崩さないか・・・と不安が多かったのですが、チェンマイ空港に到着すると、タイキャンパー達がとても温かく迎えてくれて、不安もすぐに吹き飛びました。
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　タイ、ラオス、シアトルのキャンパーや村の人々など本当にたくさんの人との出会いがあって、得られるものがとてもたくさんありました。一番強く感じたのが、「人との出会いは素晴らしい」ということです。タイワークに来ていなかったら絶対に会うことのない人たちと、同じ時を過ごしているということがとても嬉しかったです。言葉はうまく使えなくても、伝えたいという気持ちがあればボディランゲージでも何でも必ず伝わるということもわかりました。言葉なんて関係ない！と感じました。全然知らない外国人である私たちを迎えてくれていつも優しく気遣ってくれた村のホストファミリーの皆さんにも本当に感謝しています。

　経験したことすべてが私にとっては刺激的で楽しくて、温かくて、新しい発見でした。このキャンプで得たものは一生忘れられないものとなりました。出会った仲間も一生ものです！　あっという間の１０日間でしたが、私の人生の中でとても濃い１０日間になりました。タイに行って本当によかったです！！タイに行った人がタイのとりこになって帰ってくると聞いていたけれど、これは本当です。私もタイのとりこになりました！タイワークは最高です！！行かせてくれた、たくさんの方々に感謝します。
　本当にありがとうございました。

（力本悠：三田リーダー）
ＭＡ－ＫＵＮ

今回タイワークキャンプに参加し、一番感じたことが、人のぬくもりだ。何もわからない日本人に声をかけてくれるタイキャンパー。場を盛り上げて活気を与えてくれるシアトルキャンパー。困っているとき、何もいわずにさっそうと現れ手を貸してくれるラオスキャンパー。言葉のわからない僕たちに体を使い事細かに伝えようとしてくれるスタッフの方々。みんなを実の家族のようにうけいれてくれたホストファミリー。言葉では言い表せないくらいの優しさやぬくもりを本当に感じることができた。
　キャンプの中で一番よかったと思うのが、村でのワーク、ホームステイだ。みんなで力をあわせ作った保健棟が完成したときには感動した。普段体験することのできない、セメント作りから始まり、みんなで協力し声をだしたバケツリレー。村人とキャンパーが一つになり、完成を目指そうとする雰囲気が感じられ本当に中身の濃い五日間になった。ホームステイ先でも、なんとかコミュニケーションをとろうと話しかけてくれるパパ、ママには本当に感謝している。今思うと、言葉がわからないなりにも、もっと積極的に話しかけていればよかった。そうすれば、もっと何かが生まれていたかもしれないという後悔もある。ファミリーとの生活は五日間ではまったく足りなかった。もっともっと一緒に生活したかった。それくらい本当の家族のように感じられるホームステイだった。

　今回タイに行き、タイの文化にふれ、タイの現状を知り、タイについてたくさんのことを知ることができた。そしてなにより国境をこえた人と人とのつながりには、本当に感激した。このキャンプを経て学んだことは本当にたくさんある。それを、日本でも伝えなくてはいけないと思う。それが、YMCAの代表としてタイに行ったものの役割だと思う。もう一度タイに行きたいという気持ちになった。もっとタイ語や英語を勉強して多くの子どもたちのために何かしてあげたいと思った。そういったことを伝えていきたいと思う。

（西村政憲：三宮リーダー）
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ＭＩＮＪＵ

タイワークキャンプでの学びはとても大きく、予想以上だった。その学びとして２つ挙げられる。

まず、伝えたい気持ちは心で伝えるということ。僕は全くといっていいほど英語ができない。ということは、タイ語もなおさらできるはずがない。なので、タイに行ってどうやってコミュニケーションをとろうかということが、最初の不安だった。しかし、タイでは、タイ、ラオス、シアトルキャンパーのみんなは僕の伝えたいことを真剣に理解してくれ、僕に分かりやすく伝えてくれた。みんなの優しさをすごく感じた。また、ホームステイ先の息子さん（アイポー君）ととても仲良くなった。僕は当然タイ語を話すことができない。でも、僕は真剣にアイポー君と向き合い、折り紙を教えたり、コマを回したりしながらコミュニケーションをとった。言葉なんて通じない、本当に心と心で思いを伝え合い、僕とアイポー君の信頼関係を結んだ。そうして、家でもワーク中でもいつも一緒にいる仲になった。僕らは本当の兄弟のようだった。

次に、経験は大きな財産として自分に残るということだ。このキャンプでは本当に多くの経験をした。タイの文化に触れたり、国境付近に行ったり、多くの人に出会ったり、ホームステイをしたり…「百聞は一見にしかず」ということを、身をもって味わうことができた。こういった多くの経験は、聞くよりも見る、見るよりもするという風に自分が経験しないと得ることができない。だから、僕はこれからいろんなことに挑戦していこうと思う。この挑戦するという気持ちが、自分という人間を大きくさせてくれるだろう。

このタイワークキャンプ僕の人生にとって大きなイベントで本当に忘れられないものとなった。このキャンプで出会った人たちに本当に感謝の気持ちを伝えたい。コップンマークラップ！！　　　　（万壽本寛之：三田リーダー）
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ＹＵＳＵＫＥ

このワークキャンプに参加したきっかけは、自分に何ができるかをみつけたかったから。でも、答えはみつからなかった。「ワークキャンプは行って終わりじゃない、帰ってからが始まりだ」と、タイに行く前からたくさんの人から言われてきた。日本に帰ってきて、キャンプ中に日本人キャンパーで決めた「命輝く未来」という言葉をいつも、心のどこかに置いておこうと思った。キャンプは、これで終わらない、これからが始まりだ!!　これからは、この言葉の意味を考えて、行動していこうと思う。

　私は、タイに行って本当によかった。一言では表現できないが、人との出会い、体感、学び、毎日毎日膨大な情報や人の温もりが私の脳や体に訴えかけてきた。この10日間は、人生の中で貴重な10日になるだろう。そして、出会った仲間は一生の仲間になるだろう。

　一番印象に残っているのは、村の子どもたちの目と、笑顔だ。目はホントに輝いてきれいで、常に笑っていた。本当にきれいな目と笑顔を持っていた。あの表情は本当に大好きだ、毎日心を癒してくれていた。タイに帰りタイ。
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　今回こんなに素晴らしい経験をさせていただいたのは、スタッフのみなさんの支えがあったからである。私たちを支えてくださった皆さんに感謝しています。そして、キャンパー、ホストファミリー、サイトゥン村の人々、出会った人々、みんなに感謝しています。ありがとう。

（村上裕亮：余島リーダー）

ＹＵＲＩ

私がキャンプに参加して得たもの、実を言うと帰ってきてからもまだ整理できていません。まだ頭の中がキャンプ真っ只中って気がして、タイに何か忘れ物をしてきてしまった感じがします。

この１０日間、全てが新鮮で、驚きに溢れていて、初めて訪れたタイで、初めて出会ったキャンパーたちと、ここまで笑いあって、繋がれるなんて。大きな声をだして歌って笑って泣いて踊ってワークをして！！とにかくいろんな人に躊躇せずに関わっていくのは、本当はすごく緊張したけど、すごく楽しくて。いつも笑っていました！

このワークキャンプに参加するまでは知らなかった山岳民族の、モン族。『また、いつでも帰っておいで』と泣きながら見送ってくれた私達の家族。もうひとつ帰る家ができました。

『一期一会』をここまで痛感する出会いは今までなかったかもしれません。またきっと皆に会える。会いに行く！！

潤子さんが言っていた『この１０日間だけがワークキャンプじゃないんだよ』という言葉。今の私にぴったりかもしれない！！これから先、もっとこの心の取っ掛かりを深く探っていって何かを見つけたいです！！

　最後に、このキャンプで出会った全ての人たちに、ウォーツァオ!!日本で応援してくれた全ての人たちにも、コップンマーカー!!

（梶悠莉子：西神戸リーダー）
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ＹＯＳＨＩ

大学生になってからＹＭＣＡに出会い、リーダーとして過ごしてきた４年間。ずっと自分の中で叶わないと思いながらも渇望してきたものがあります。自分自身が一キャンパーとしてキャンプへ参加すること。それを叶えてくれたのがタイワークキャンプであり、僕がこのキャンプに参加した動機でした。
このキャンプを通して僕が得たものは、たった１つの当たり前のことでした。タイ語、ラオ語、英語、日本語、そしてモン語。様々な文化背景と言語を持った民族が同じ空間で生活する中、身振り手振りとわずかに覚えた拙い言葉で必死に自分の考えや思いを伝えてみる。言葉のわからない中、相手の伝えたいことを必死に考えてみる。そんな、コミュニケーションがとりにくい環境の中、感じたのは、いかに自分が周りに気遣われているかということでした。
相手が何をして欲しいか考え、自分が何をすべきか考える。そんな、すごく当たり前で日本では、忘れがちになってしまっている他人を気遣う気持ち。隣人愛をこのキャンプで見た気がしました。僕はこのキャンプでタイまで来て、果たして自分自身、日本でそれがどこまでできているだろうか？そんな、疑問にぶち当たっています。もっと、あとほんの少しでも、皆が他人を思いやることが出来れば、きっと世の中はもっと面白くなるはず！それを胸に、これから日本での生活を続けていきます。　

最後に、このキャンプに関わるすべての人たちに心から感謝したいと思います。本当にありがとうございました。そして、これからもよろしくお願いします。（村井快豪：余島リーダー）
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